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１．はじめに 

 本研究の目的は，地球規模の大気質の現状を把握すると

ともに，越境大気汚染物質の実態解明を行うことです。

そのために，富士山頂 (標高3776m)と富士山南東麓（標

高 1284m）で大気中ガス，粒子，雲水の観測を 7月 13日

～8月 22日にかけて行い，酸性物質，重金属元素，有害

有機物など様々な大気汚染物質の分析を行いました。 

2．撥水剤・フライパンコーティング成分を富士山で発見！ 

2.1 フッ素系界面活性物質：PFOSと PFOA 

雲粒の大きさや数によって太陽光の散乱のされ方が変

わるため，雲粒は気候に大きな影響を与えることが知られ

ています。雲粒の大きさや数に影響を与える物質として界

面活性物質があります。身の回りでは油汚れを落とすため

の洗剤，消化剤，撥水剤，プライパンのコーティング剤な

どとして使われています。当グループでは，2015年から人

工界面活性物質であり，有害な残留性有機化合物であるパ

ーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）とパーフルオロオ

クタン酸（PFOA）による地球規模汚染を実態解明のため，

PM2.5（2.5 µm以下の粒子）にこれらの物質がどれくらい

含まれているのか研究を始めました． 

 

 
 

2.2 国内地上部と富士山頂との比較 

表 1 に 2014 年における国内地上部の全国 36 地点で観

測されたPFOS，PFOA濃度と，2016年における富士山頂に

おけるPFOS，PFOA濃度を比較して示しています．PFOSは

国際的にも使用制限されていますので，国内地上部と富士

山頂の濃度はあまり変わらないことが分かります．一方， 

PFOAは使用制限されていないため，国内地上部濃度はPOFS

に比べて高く，富士山頂の平均濃度は地上部の1/7程度で

あることが分かりました． 

 

表 1  国内地上部の PFOA・PFOS 濃度(2014 年)と富士山頂

のPFOS・PFOA濃度(2016年)の比較 

濃度
pg/m

3
 

国内
PFOS 

(n = 36) 

国内
PFOA 

(n = 36) 

富士山頂 
PFOS 
（n=7） 

富士山頂 
PFOA 
（n=7） 

最大値   8.60   210   5.54   8.26 

中央値   3.05    27.5   0.577   3.76 

最小値   0.520     2.30   0.270   0.761 

平均値   4.02    35.1   1.70   4.50 

 

2.3 国外と富士山頂との比較 

富士山頂におけるPM2.5中PFOS，PFOA濃度を空気塊

別に分け，世界の観測値と比較してみました（図 1）．富士

山頂に太平洋から空気が運ばれてきた時のPM2.5中PFOS

濃度は 0.76 pg/m3，PFOA濃度は 0.27 pg/m3でした．この濃

度は，近くに汚染源がないセネガル沖の洋上で観測された

濃度（PFOS：0.70 pg/m3，PFOA：0.3 pg/m3）と同程度でし

た．これだけはっきりとは言えませんが，富士山頂に太平

洋から清浄な空気が流入するときは，排出源からの直接的

な影響を受けない地球全体の大気質と考えることができ

ます． 

一方，富士山頂に中国大陸を通過した空気が運ばれてき

た時の濃度は，中国の深圳（Shenzhen），杏林（Jilin）と同

程度でした．PFOSとPFOAは大気中で分解されにくいの

で，大陸から放出されたPFOSとPFOAが偏西風にのって

富士山頂まで運ばれてきたものと考えることができます． 

 

 

 

3．おわりに 

発表時には，徳島大学が酸性ガス・エアロゾルの高時間分

解で観測を行った研究成果も報告します．

図1富士山頂におけるPM2.5中界面活性物質濃度と世界との比較 


